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○参加内容 

開催日時 12月 4日(受付 9:00～) 
12 月 5日(受付 9:45～) 

オンライン会場 Zoom 

参加費 無料 

主催 北海道学生研究会SCAN 
(札幌大学) 

 
 
○企業 

協賛企業 丸水札幌中央水産株式会社 

特別協力 

学校法人 札幌大学 
(株)たかじん 
(株)釧路新聞社 
経済産業省北海道経済産業局 
(株)北海道銀行 
(株)北海道新聞社 
北海道鷹栖町 
(株)北海道二十一世紀総合研究所 

後援 札幌大学経済・経営学会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

2 
 

〇予選審査員 
会社名 所属・役職 審査員 会場 

経済産業省 
北海道経済産業局 総務企画部 企画調査課 小玉 龍之介 様 第 1会場 

(株)北海道銀行 地域創生部 井手口 秀幸 様 第 1会場 

(株)たかじん 代表取締役 高橋 正幸 様 第 2会場 

(株)北海道新聞社 営業統括本部 
マーケティングセンター専任職 結城 敦史 様 第 2会場 

学校法人 札幌大学 理事長 
（元 北海道副知事) 荒川 祐生 様 第 3会場 

(株)北海道二十一世紀 
総合研究所 調査部・特任審議役 木本 晃 様 第 3会場 

(株)釧路新聞社 代表取締役 星 匠 様 第 4会場 

北海道鷹栖町 総務企画課 
地域振興係 主事 笠原 祐太 様 第 4会場 

 
○本選審査員 

会社名 所属・役職 審査員 会場 

経済産業省 
北海道経済産業局 総務企画部 企画調査課 小玉 龍之介 様 第 1会場 

(株)北海道新聞社 営業統括本部 
マーケティングセンター専任職 結城 敦史 様 第 1会場 

(株)北海道二十一世紀 
総合研究所 調査部・特任審議役 木本 晃 様 第 1会場 
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○発表参加校、参加チーム 
 
・参加大学 

釧路公立大学、北海学園大学、北星学園大学、函館大学、久留米大学、札幌大学 

 

・参加高校 

郁文館高等学校 

 

・参加チーム 
Whose×Foods Project 
 
 
○顧問教員 

釧路公立大学 東  祐三 先生 
神野 照敏 先生 

北海学園大学 大貝 健二 先生 
宮島 良明 先生 

北星学園大学 野原 克仁 先生 

函館大学 佐藤 浩史 先生 

久留米大学 穴澤  務 先生 

札幌大学 中山健一郎 先生 
武者 加苗 先生 

郁文館高等学校 加藤あゆみ 先生 
高橋 慶熙 先生 

Whose×Foods Project 古谷 知之 先生 

 
 
○賞について 

優秀賞 各予選会場から 1つ 

最優秀賞 優秀賞受賞校から 1つ 
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「関係人口はどう作るべきか？―ワーケーション元年と地域」 
 

【テーマの説明】 
   第 12 回⼤会テーマを説明したいと思います。 
 この合同研究発表会では，毎年，統⼀テーマが設定され，時には統⼀テーマに沿った研究発表
も⾏われてきましたが，基本的にはあまりわかっていないこと，あまり知られていないことを貪
欲に学ぶ意味を込めてテーマ設定されてきました。 
 今⼤会では，みなさんのあまり聞きなれない「関係⼈⼝」，「ワーケーション」をテーマに盛
り込みました。 
 関係⼈⼝とは，今，話題の新書『関係⼈⼝の社会学』の著書，⽥中輝美⽒(島根県⽴⼤学准教授)
によれば，地域再⽣を担う新たな地域外の主体として位置づけしている。いわゆる，地域再⽣に
積極的に関与してくれるよそ者です。 
 地域住⺠が主体となって地域再⽣に乗り出している地域もあれば，よそ者を上⼿に活⽤して地
域再⽣につなげている地域もあります。また，⽥中⽒のいう地域再⽣を地域住⺠がよそ者と協働
して⾏っている地域もあります。北海道は関係⼈⼝ランキングでは，福島県，沖縄県に次ぐ第 3
位にランクしており，関係⼈⼝に恵まれた地域となっています。 
 関係⼈⼝をどう増やすか，関係⼈⼝をどう活かすか，地域活性化や再⽣，その他の諸問題を地
域の⾃⼒解決以外にも選択肢を増やす試みに着⽬してみてはどうでしょうか。 
 副題にあるワーケーションも関係⼈⼝を増やすための１つの試みです。 
ワーケーションとは，仕事(ワーク)と休暇(バケーション)を組み合わせた造語です。 
2019 年当時，官房⻑官であった菅⾸相が提案した政策です。もともとはコロナ禍を想定した働

き⽅改⾰としてではなく，2020 年に予定されていた東京オリンピック開催を念頭に置いた⼀政策
であったようです。 
2019 年に⽣起した，Covid-19 により世界的規模でヒトやモノの移動が制限され，観光・宿泊業

や飲⾷業では⼤きな経済打撃を受ける中でニューノーマルといわれる，新しいスタイルの常識が
⽣まれるようになり，在宅テレワークやリモート・オンライン会議が⽇常化しました。ワーケー
ションもある意味，その延⻑上にあると考えます。 
 コロナ禍は，これまでも指摘されてきた，東京⼀極集中の弊害やデジタル化の遅れを鮮明化さ
せ，また⼈⼝密集への不安やテレワークの普及を背景に，地⽅への⼈や企業の新たな流れを作り
出しています。 
逆に地⽅への移住促進に⼒を⼊れてきた⾃治体には，地⽅への関⼼が⾼まっている今のこの環境
は，千載⼀遇の好機という⾒⽅もできます。 
 リモートワークや⼆拠点居住などの新しい働き⽅・暮らし⽅が進みつつあり，⾸都圏でなくて
も地⽅にいながらにして仕事が可能になってきています。 
 北海道は⾃然や⾷に恵まれ，観光でも⼈気のある地域であり，⾃然豊かな環境で仕事をし，た
っぷり⾃然や観光，⾷を楽しんでもらえる魅⼒を持っています。 
 北海道庁でも「北海道型ワーケーション」(北海道ならではワーケーション)を掲げ，⾸都圏企業
にどんどん北海道でのワーケーションを試してもらいたいと意気込んでいます。1 つの地域に特化
したワーケーションから複数の地域やエリアを結んでの周遊ワーケーション。広⼤な⼟地に恵ま
れた，北海道ではそれが可能です。 
 現在，北海道では 55 市町村がワーケーションを取り⼊れた事業の推進に取り組んでおり，その
様⼦を北海道型ワーケーションポータルサイトで参照することができます。 
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 私たちはこのワーケーションの浸透により，ますます地域関⼼が広がり，また地域研究がより
重要性を持つと確信しています。今こそ地域の魅⼒の再発⾒と発信，地域にいながら学習と地域
貢献の両⽴、地域をみんなで再認識，再定義することが⼤切になるでしょう。 
 今⼤会ではワーケーションに詳しい⽅をお招きして，ワーケーションの魅⼒，可能性，また他
の地域によりも評価してもらえるワーケーションの在り⽅を⼀緒に考えていきたいと思います。 
 どうぞ講演会をお楽しみください。 
 
 
 
○参加注意事項 
 
Zoomの名前等の表示について 
・Zoom上ではハンドルネームは使用しないでください。所属と名前をお願いします。 
・発表学生 ※1『大学名 発表チーム名 名前』 （例）札大(中山ゼミA) 伊澤・山形 
・聴講参加 ※2『大学名   学年  名前』 (例)   札大 2年 山形 

『大学名 授業名 名前』 (例)   札大 希望学入門 山形 
・審査員・列席者  『所属団体名 名前』 
※1 Whose×Foods Project については『発表チーム名 名前』(例)WFP ○○○○ 
※2学生以外の聴講参加は『企業及び機関、団体名 名前』 
 
カメラ/マイク設定について 
・発表学生は発表時にはカメラ・マイクON、発表していないときは両方OFF。 
・聴講参加の学生はカメラ・マイクOFF、ただし質問時には両方ON。 
・審査員は発言時にカメラ・マイクON。 
・休憩中は全ての人がカメラ・マイクOFF。 
 
大会に参加する皆様へ 
・大会発表の前に第1会場にて「受付，開会式，オリエンテーション」を行います。必ずご参加
ください。 

・１２月４日11:35 より第１会場にて総会を行います。総会では、今後の大会の在り方について
審議します。 

・１２月５日14:30 より第 1会場にて表彰式を行います。 
・大会本部への緊急連絡および確認事項は第5会場にて対応します。 
 

緊急対応(第５会場) 
https://zoom.us/j/97070612142?pwd=N2kzYnVpY1lJdGZkeDhad3gvQXFEdz09 

ミーティングID: 970 7061 2142 
パスコード: Dq8QSA 

 
 
 
○合同研究発表会 参加後アンケート 
 
合同研究発表会にご参加いただいた後に、アンケートのご回答をお願いいたします。 
今大会のご意見・ご感想をいただければ幸いです。 
 
https://forms.gle/e2W7rvEDgaz5mjAy6 
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○タイムテーブル(１２月４日、１２月５日) 
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○会場リンク先(Zoom) 

１２月４日 

第１会場 
https://us06web.zoom.us/j/85786818916?pwd=NVMzNFJsano0Q3ZLc0JVa2U5cmhWQT09 
 
ミーティングID: 857 8681 8916 
パスコード: 580268 

第２会場 
https://zoom.us/j/98026949899?pwd=eW5IdFJXVnVpbkpGcnZGSXlueTNLQT09 
 
ミーティングID: 980 2694 9899 
パスコード: 7GXmeK 

第３会場 
https://zoom.us/j/96538740276?pwd=QmtEM1JaNHJ6U0xtbWFuZk1XMk1tUT09 
 
ミーティングID: 965 3874 0276 
パスコード: pu2zj 

第４会場 
https://zoom.us/j/95463714864?pwd=NnlDanpiNm5PWWVUaFh5REF3ZmRBQT09 
 
ミーティングID: 954 6371 4864 
パスコード: iunHf1J 

第５会場 
https://zoom.us/j/97070612142?pwd=N2kzYnVpY1lJdGZkeDhad3gvQXFEdz09 
 
ミーティングID: 970 7061 2142 
パスコード: Dq8QSA 

１２月５日 

第１会場 
https://us06web.zoom.us/j/81581909963?pwd=d2s1NmdkRk5HWEhYY3NrVjRvcVBIUT09 
 
ミーティングID: 815 8190 9963 
パスコード: 510320 

第２会場 
https://zoom.us/j/99425049390?pwd=bUNUYWhvbWdRWGltd0Q2TFg0TVlkdz09 
 
ミーティングID: 994 2504 9390 
パスコード: 9uYNK0 
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○発表チーム・発表テーマ(審査対象) 
 

 
 
 
○ゲストチーム・発表テーマ(審査対象外) 
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○審査対象の発表概要 
 
第１会場 
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拝啓  
  
 この度、北海道学⽣研究会 SCAN 第 12 期 運営代表を務めさせていただきます、札幌⼤学地域
共創学群 経営学専攻 3 年の伊澤 滉⼆です。運営役員も代替わり致しましたのでご報告させていた
だきます。 
 
 さて、おかげをもちまして、北海道学⽣研究会 SCAN は今年で 12 年⽬を迎えることができま
した。昨年度は皆様の新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のご協⼒により、合同研究発表会を開催
することができました。皆様のおかげで本年もこの⼤会を開催することができます。 
 

今後とも弊会をご⽀援くださります皆様に期待される研究発表会となるよう運営役員⼀同、努
めて参りますので、今後とも何卒ご指導ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。 
 
 まずは、略式ながら書中にてご挨拶申し上げます。 
 

敬具 
 
 

北海道学⽣研究会 SCAN(第 1２期) 
                             学⽣運営代表 伊澤 滉⼆ 

令和 3 年 6 ⽉ 30 ⽇ 
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 2017 年に釧路公⽴⼤学より運営事務局が札幌⼤学に移り，早いもので 4 年⽬を迎えます。 
 毎年，少しずつ変化を持たせながら北海道学⽣研究会 SCAN のあるべき姿を探りつつ，また在
り⽅を学⽣とともに考え，チャレンジしてきました。昨年はコロナ禍で⼤会の開催すら危ぶまれ
ましたが，皆さまのおかげで無事，第 11 回⼤会を開催できました。改めて御礼申し上げます。 
 2021 年はようやくコロナワクチンの接種が進み，少しコロナ禍への対応が始まりましたが，ま
だ危機的状況を脱してはいません。今年度もオンライン⼤会での開催を視野に準備を進めている
ところです。逆境やハンデを個性に変え，むしろ発展の糧とする志を持ち，第 12 回⼤会の準備を
学⽣とともに進めてまいります。今年も何卒，ご⽀援を賜りますようお願い申し上げます。 
 今年は３つの新しいチャレンジを試みたいと考えています。 

１つは，発表⽅法の標準化です。従来からの地域研究の成果発表の場であることには何も変わ
りはありませんが，この SCAN の⼤会発表会では外部の審査員による公平な評価により表彰する
制度を設けてきました。審査員からみて，また聴講者からみても発表がよりわかりやすく，主張
がしっかり伝わるように発表⽅法の標準化を図りたいと思います。昨年は多くの審査員の⽅から
もご指摘を頂いておりましたので，実践していきたいと思います。 

２つは，参加⼤学，参加校の地理的拡⼤です。 
 昨年に引き続き，今年もオンライン⼤会を開催いたしますが，オンライン⼤会の良さをもっと
引き出すために，北海道の主たる⼤学ゼミナール・チームの発表の場を全国にもっと発信できる
機会を作りたいと考えました。また，同時に新規参加校を増やし，ともに地域研究を発展させて
いきたいと考えています。昨年度も九州・久留⽶市の久留⽶⼤学の先⽣がご参加されたように，
地域研究に関⼼のある仲間を増やしていきたいと思います。 
 ３つは，ゲスト発表の拡充です。 
 ゲスト発表は審査員による評価を前提としない発表です。⾃由⽅式で発表していただきます。
内容も活動紹介や地域紹介，研究紹介といったように研究レベルにはないが，魅⼒的な情報提供
の場を，⼤会プログラム上に配置し，地域研究に携わる⽅，地域に関⼼のある⼈たちの輪を広
げ，同時に知られざる地域の魅⼒を享受・共有する場をつくりたいと考えています。 
 学⽣主体による⼿作りの研究⼤会ゆえに顧問の⽴場としてはエールを送ることしか出来ません
が，サポートできるところはしっかりサポートしていきたいと思います。今⼤会もよろしくお願
いします。 
 
                       北海道学⽣研究会 SCAN顧問／ 
                    札幌⼤学地域共創学群 経営・会計学系教授 
                                         中⼭ 健⼀郎 

令和 3 年 7 ⽉ 30 ⽇ 
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2021年度 第 1２期SCAN実行委員会メンバー 
 
 

役職 ⽒名 学年 

運営代表 伊澤 滉二 3年 

企画代表 加藤 拓史 3年 

渉外代表 山形 透梧 3年 

広報代表 大野 皓平 3年 

企画副代表 廣島 優奈 2年 

渉外副代表 石崎 萌絵 2年 

広報副代表 山田 真平 2年 

会計担当 加藤  葵 2 年 

企画担当 

藤原 光至 2年 

工藤 稜平 
小林 圭太 
高橋 希武 
竹井  佑 

1 年 

渉外担当 
大嶋 浩成 
奥寺 洸矢 
前川 慶太 

2年 

広報担当 

山本 広大 3年 

阿部 秀馬 
小坂 太陽 2年 

             （札幌⼤学 地域共創学群） 
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○お問い合わせ 
 
 
●SCAN公式ホームページ 
 http://scan-946.jimdo.com 
 
●YouTube 
https://youtube.com/channel/UCm5XqhSCgzoh4_Pd8_FbFLw 
 
●Twitter 
https://twitter.com/SCAN48394013 
 

 
●Facebook 
https://www.facebook.com/Scan北海道学生研究会-102435562089537 

 
 
●運営本部 
 北海道学生研究会 SCAN 運営事務局 （札幌大学） 
〒062-8520 札幌市豊平区西岡 3条 7丁目３－１ 札幌大学 

 E-mail  scan_su@yahoo.co.jp / Mobile phone   
学生代表   伊澤 滉二 
(札幌大学地域共創学群経営学専攻 3年) 

 
E-mail naka-ken@sapporo-u.ac.jp / (研究室 TEL & FAX 011-852-9015) 

顧問   中山 健一郎  
(札幌大学地域共創学群 教授) 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


